
ビジネス
図解

|||‖ |‖‖||‖ |||||‖ ||‖ |‖ ||
9784495541507

|‖‖‖‖|‖ |||||||‖ |||‖‖||
¶922034022003

最新自社株 54150

定価 (本体2,200円 +税 )

ISBN978-4-495-54150-7

C2034¥2200E

ビジネス
図解

田儀 雅芳

在リスクを解消する

と実務

CONTENTS

1章 非公

2章 押さえ

3章 非公
4章 自己

5章 後継者

6章 知って

7章 自社株
8章 買取価格でもめ た

9章 会社の資金流出を防

意外と知らない

非公開株式の基礎知識

株価の評価と計算

方法/自 社株譲渡
の流れ/戦略的な
定款づくり

事業承継の問題を 経営権の安定化を

0
0

未然に防ぐ

オーナー社長の贈与

と相続/同族会社の
トラブル回避/非同
族会社への税制対応

め ざ す 具 体 策

持株会社の活用 /′

資金・情報流出の

防止/分散した自
社株の整理法

森¬、
ヒゴ

日●静中臨
10章 こんな会社は要注意 !自

一

一

カわ
か
る
本

令和 5年度

1聰1柵ⅢI雌‖対応|



最
新
版
刊
行
に
よ
せ
て

第

一
版
を
刊
行
し
た
３
年
前
と
比
べ
、
自
社
株
に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

特
に
、
親
族
間
の
株
式
買
取
請
求
権
の
行
使
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
少
数
株
主
で
も
高
値
で
の
買
取
請
求
が

で
き
る
こ
と
を
謳
う
弁
護
士
が
増
え
た
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
、
買
取
価
格
を
め
ぐ
り
裁
判
沙
汰
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
親
族
間
で
経
営
権
を
め
ぐ

っ
た
争

い
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
後
継
者
以
外
の
子
が
不
憫
で
し
よ
う
が
な
い
親
心
か

ら
、
後
継
者
以
外
の
親
族
と
結
託
し
て
社
長
を
解
任
ま
た
は
解
職
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

世
の
中
全
体
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
か
ら
、
よ
リ
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
が
増
え

つ
つ
あ
り
、
各
社
員
に

権
限
を
与
え
、
主
体
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
環
境
を
作
ら
な
い
と
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
に
な

っ
て
き
ま

し
た
。
株
主
構
成
も
、
そ
う
し
た
現
状
を
反
映
し
た
動
き
が
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
い
わ
ば
、
オ
ー
ナ
ー

社
長
が
会
社
を
引

っ
張
る
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
み
ん
な
で
会
社
を
経
営
す
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。

今
後
は
、
社
員
が
、
法
律
上
の
規
範
を
超
え
て

「真
に
人
類
、
地
球
に
役
立

つ
」
と
い
う
理
念
を
共
有
し
、
や
ら
さ
れ
感
で
な
く
、

自
分
事
と
し
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
環
境
作
り
を
し
な
い
と
、
会
社
の
存
続
も
危
う
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
潮
流
の
中

で
、
社
員
み
ん
な
で
自
社
株
を
保
有
す
る
パ
タ
ー
ン
が
こ
れ
か
ら
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「持
株
会
」
で
す
。
従
来
の
持
株
会
の
目
的
は
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
の
相
続
対
策
の
側
面
が
多
か

っ
た

の
で
す
が
、
今
後
は
、
み
ん
な
で
経
営
す
る
組
織
に
合
わ
せ
た
持
株
会
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

最
新
版
で
は
、
２
０
２
１
年
３
月
１
日
施
行
の
改
正
会
社
法
や
２
０
２
３
年
１０
月
１
日
以
降
施
行
の
税
制
改
正
な
ど
の
最
新
情
報

か
ら
、
新
し
い
持
株
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。
少
し
で
も
皆
様
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

２
０
２
３
年
９
月

著
者
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は
じ
め
に

我
が
国
の
企
業
数
は
３
５
９
万
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
万
社
が
大
企
業
で
、
残
り
の
３
５
８
万
社
が
中
小
企
業
で
す
。
ま
さ
に
日

本
経
済
を
支
え
て
い
る
の
は
中
小
企
業
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
小
企
業
の
多
く
が
今
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
事
業
承
継
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
一
番
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
す
が
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
自
社
株
の
承
継
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ナ
ー
社
長
が
原
理
原
則
に
基
づ
い
て
対
処
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
原
理
原
則
を
外
れ
た

結
果
、
後
継
者
が
社
長
を
解
任
さ
れ
る
と
い
っ
た
大
変
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
親
族
か
ら
自
社
株
の

買
取
を
要
求
さ
れ
て
多
額
の
資
金
が
流
出
し
、
優
良
会
社
が
借
金
過
多
の
会
社
に
転
落
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
実
際
、
非
公
開
会

社
で
頻
繁
に
起
き
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
事
業
承
継
と
は
直
接
関
係
し
な
い
も
の
の
、
外
部
か
ら
招

へ
い
し
た
社
長
を
解
任
し
よ
う
と
し
た
リ
ク
シ
ル
グ
ル
ー
プ
の

創
業
社
長
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
事
例
や
、
ア
ス
ク
ル
の
社
長
が
業
務
資
本
提
携
先
の
ヤ
フ
ー
か
ら
解
任
さ
れ
た
事
例
な
ど
の
経

常
権
を
め
ぐ
る
争

い
も
、
実
は
す
べ
て
自
社
株
に
直
結
す
る
問
題
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
円
滑
な
事
業
承
継
と
経
営
権
の
安
定
化
に

不
可
欠
で
あ
り
、
経
営
基
盤
を
盤
石
な
も
の
に
す
る
の
が
、
本
書
で
お
伝
え
す
る
自
社
株
対
策
な
の
で
す
。

会
社
経
営
の
基
礎
と
な
る
法
律
は
会
社
法
で
す
。
会
社
法
で
は
、
会
社
は

「株
式
会
社
」
と

「持
分
会
社
」
に
分
か
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
株
式
会
社
は

「公
開
会
社
」
と

「非
公
開
会
社

（株
式
譲
渡
制
限
会
社
）
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
非
公
開
会
社
は
公
開
会

社
に
比
べ
て
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
柔
軟
な
経
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
承
継
の
み
な
ら
ず
、
種
々
の
リ
ス

ク
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
本
書
で
は
、
世
の
中
の
中
小
企
業
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
非
公
開
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
に
、
自
社
株
の

し
く
み
を
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
う
し
た
会
社
経
営
に
お
け
る
潜
在
的
リ
ス
ク
の
軽
減

・
回
避
を
図
り
、
企
業
存
続
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、　
一
番
大
き
な
課
題
と
な
る
事
業
承
継
に
つ
い
て
、
相
続
に
係
る
民
法
の
人

改
正

（特
に
遺
留
分
）
や
、
事
業
承
継
に
係
る
納
税
猶
予
の
特
例
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。

●
自
社
株
に
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
の
リ
ス
ク
が
あ
る

自
社
株
に
係
る
リ
ス
ク
は
、
大
き
く
分
け
て
、
①
経
営
権
に
関
す
る
リ
ス
ク
、
②
資
金
流
出
の
リ
ス
ク
、
③
情
報
流
出
の
リ
ス
ク

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
経
営
権
に
関
す
る
リ
ス
ク

経
営
権
を
巡
る
争
い
は
上
場
企
業
ば
か
り
で
は
な
く
、非
公
開
の
中
小
企
業
で
も
同
様
の
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
経
営
権
と
は
、

株
主
権
の
行
使
に
よ
り
、
株
主
総
会
や
取
締
役
会
で
の
決
議
事
項
を
、
自
分
の
方
針
通
り
に
決
定
で
き
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
最
低
で
も
、
議
決
権
の
あ
る
株
式
の
過
半
数
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
税
金
を
優
先

し
す
ぎ
て
自
社
株
を
分
散
し
、
経
営
権
を
喪
失
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
長
が
遺
言
を
書
か
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
も
、
後
継
者
の
経
営
権
確
保
が
困
難
に
な
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
創
業
社
長

の
場
合
、
経
営
権
が
な
く
て
も
社
長
解
任
に
至
る
ケ
ー
ス
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
成
功
し
た
企
業
に
お
い
て
は
、
オ
ー

ナ
ー
社
長
の
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
つ
て
、
他
の
株
主
の
造
反
は
困
難
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
後
継
者
の
場
合
は
、
社
長
と
し
て
の
実

績
も
さ
ほ
ど
な
く
、
カ
リ
ス
マ
性
も
な
い
ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ
る
た
め
、
取
締
役
を
解
任
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

②
資
金
流
出
の
リ
ス
ク

自
社
株
の
承
継
に
係
る
相
続
税
は
、
通
常
、
後
継
者
個
人
の
現
預
金
で
は
資
金
が
不
足
す
る
場
合
が
多
く
、
会
社
か
ら
の
借
入
や
、

死
亡
退
職
金
等
、
最
終
的
に
会
社
の
資
金
が
流
出
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
親
族
に
自
社
株
が
分
散
し
て
い
る
場

合
は
、
親
族
か
ら
自
社
株
の
買
取
を
要
求
さ
れ
、
多
額
の
買
収
資
金
が
流
出
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
分
散

株
式
の
整
理
に
伴
い
裁
判
沙
汰
に
な
る
場
合
も
、
多
額
の
資
金
流
出
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
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③
情
報
流
出
の
リ
ス
ク

株
主
の
権
利
と
し
て
閲
覧
謄
写
請
求
が
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
必
要
の
な
い
も
の
も
あ
り
、
会
社
の
業
績
な
ど
社

内
外
に
知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
が
流
出
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
ネ

ツ
ク
に
な

っ
た
り
、
株
主
代
表
訴
訟
等
の
訴
訟
問
題
や
資
金
流
出
に

つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
親
族
問
等
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

以
上
が
自
社
株
に
係
る
代
表
的
な
リ
ス
ク
で
す
が
、
現
時
点
で
問
題
な
い
か
ら
と
い
つ
て
自
社
に
問
題
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。
社
長
が
元
気
な
間
は
、
問
題
が
表
面
化
し
な
い
だ
け
で
す
。
経
営
権
や
そ
の
他
の
問
題
は
、
創
業
社
長
が
亡
く
な

っ
て
か
ら

表
面
化
し
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
会
社
法
と
税
務
の
両
方
に
精
通
し
て
い
る
専
門
家
は
少
な
い

こ
れ
ら
リ
ス
ク
の
大
半
は
会
社
法
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
り
、
会
社
経
営
に
と

つ
て
極
め
て
重
要
な
の
で
す
が
、
税
金
の
専
門
家

は
会
社
法
に
弱
く
、
法
律
の
専
門
家
は
会
社
法
に
強
く
て
も
税
金
に
は
弱

い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
社
株
問
題
や
事
業

水
継
問
題
は
、
会
社
法
と
税
務
の
両
方
に
専
門
知
識
が
あ

っ
て
初
め
て
正
し
い
解
決
法
を
提
案
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
１
９
８
０
年
後
半
か
ら
三
和
銀
行
束
日
本
地
区
で
事
業
承
継
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
と
共
に
法
律

・
税
務
の
専
門
家
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
情
報
提
供
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
と
知
識
を
本
書
に
ま
と
め
た
の

が
本
占
で
す
。
皆
さ
ん
の
会
社
経
営
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸

い
で
す
。

田
儀
雅
芳
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非公開会社が知つておくべき

自社株問題

1そもそも自社株の何が問題なのか?

2経営権に関するリスク 後継者が解任されてしまう

3会社の資金流出のリスク 莫大な相続税が払えない

4会社の情報流出のリスク 重要事項を見られてしまう
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